Lesson 1  Nice to Meet You

■授業展開例１（週１時間の場合）
週に１時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を１時間とした。

１時間目：Warm Up, Model Dialog, Practice, Try  (pp. 6-7)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up（p. 6）
① CD を2 回程度聞かせて，それぞれ正しい語を書かせる。
② CD を聞かせながら，解答を確認する。
	
解答を確認する際は，中学校で既出の表現を使い，英問英答の形で行うと，よいWarm Upとなる。
	5分

	２
	Model Dialog（p. 6）
① CD を2 回程度聞かせる。
② CD を聞かせた後，True or False を解
かせ，解答を確認する。
③ Expressions に挙げられた箇所を中心に解説をする。
④ Function に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読練習をさせる。
	
レッスンのコアとなる部分であり，内容理解だけでなく，扱われている文法表現や機能表現にも注目させたい。時間に余裕があれば，その後ペアで練習させて，さらに数ペアに発表させる。
きちんと音読ができるようになった後，宿題として，Model Dialog の日本語訳を見て，対応する英文を書かせたい。
	15分

	３
	[bookmark: _GoBack]Practice（p. 7) 
① CD を2 回程度聞かせて，１の空所を埋めさせ，解答を確認する。
② For Your UseやFor More Useに挙がっている語彙を参考にしながら，２の表を埋めさせる。その後，ペアを組ませて対話の練習をさせる。
③与えられた題で短い英文を書かせる。
	
トピックに関する重要表現を，リスニングを通して確認させる。
ペアで練習する前に，モデル文のSounds で扱ったような音の強弱について，気をつけるべき箇所を具体的に指示してから練習させるとよい。
このとき，Expressions にある表現を使わせたい。習熟度に応じて，追加の質問を入れさせてもよい。
自分の名前に関する英文は，Skill 1（pp. 16-17）の内容も参考にさせながら書かせるとよい。
	25分

	４
	Try （p. 7）
① Grammar Checkの解説を行う。
② Tryの問題を解かせる。
③ 答え合わせとその解説を行う。
	
それぞれの文型の特徴をつかませて，使い分けや役割，書き換えなどを理解させたい。
	5分



■授業展開例２（週２時間の場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

１時間目：Warm Up, Model Dialog  (p. 6)
２時間目：Practice, Try  (p. 7)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up（p. 6）
① CD を2 回程度聞かせて，それぞれ正しい語を書かせる。
② CD を聞かせながら，解答を確認する。
	
解答を確認する際は，中学校で既出の表現を使い，英問英答の形で行うと，よいWarm Upとなる。
	15分

	２
	Model Dialog（p. 6）
① CD を2 回程度聞かせる。
② CD を聞かせた後，True or False を解
かせ，解答を確認する。
③ Expressions に挙げられた箇所を中心に解説をする。
④ Function に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読練習をさせる。
	
レッスンのコアとなる部分であり，内容理解だけでなく，扱われている文法表現や機能表現にも注目させたい。時間に余裕があれば，その後にペアで練習させて，さらに数ペアに発表させる。
きちんと音読ができるようになった後，宿題として，Model Dialog の日本語訳を見て，対応する英文を書かせたい。
	30分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Practice（p. 7）
① CD を2 回程度聞かせて， の空所を埋めさせ，解答を確認する。
② For Your Use やFor More Use に挙がっている語彙を参考にしながら， の表を
埋めさせる。その後，ペアを組ませて対
話の練習をさせる。
③与えられた題で短い英文を書かせる。
	
トピックに関する重要表現をリスニングを通して確認させる。
ペアで練習する前に，モデル文のSounds で扱ったような強弱について，気をつけるべき箇所を具体的に指示してから練習させるとよい。
このとき，Expressions にある表現を使わせたい。習熟度に応じて，追加の質問を入れさせてもよい。
　自分の名前に関する英文は，Skill 1（pp. 16-17）の内容も参考にさせながら書かせるとよい。
	35分

	２
	Try（p. 7）
① Grammar Checkの解説を行う。
② Tryの問題を解かせる。
③ 答え合わせとその解説を行う。
	
それぞれの文型の特徴をつかませて，使い分けや役割，書き換えなどを理解させたい。
	15分



■授業展開例３（週２時間，ALTとのTeam Teachingの場合）
週に２時間と想定し，１レッスンあたりの配当時間を２時間とした。

１時間目：Warm Up, Model Dialog  (p. 6)
２時間目：Practice, Try  (p. 7)

１時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Warm Up（p. 6）
① ALT による発話を2 回程度聞かせて，それぞれ，正しい語を書かせる。
② ALT の発話を聞かせながら，解答を確認する。
	
解答を確認する際は，中学校で既出の表現を使い，英問英答の形で行うと，よいWarm Upとなる。ALT に自己紹介をしてもらうと興味を引くだろう。
	15分

	２
	Model Dialog（p. 6）
①事前に2 ～ 3 の質問を与えておく。（Pre-listening questions）
② ALT とJTE の対話を2 回程度聞かせる。
③ ALT とJTE の対話を聞かせながら，上記①の解答を確認する。また，True or　False についても解かせ，解答を確認する。
④ Expressions やFunction に挙げられた箇所を中心に解説をする。
⑤ Sounds について解説したうえで，教師の後について音読練習をさせる。その後ペアで練習し，さらに数ペアに発表させる。
	
トピックに関する重要表現を，ALT とJTE のモデル対話を通して確認させる。
ペアで練習する前に，モデル文のSounds で扱ったような強弱について，気をつけるべき箇所を具体的に指示してから練習させるとよい。
このとき，Expressions にある表現を使わせたい。習熟度に応じて，追加の質問を入れさせてもよい。
自分の名前に関する英文は，Skill 1（pp. 16-17）の内容も参考にさせながら書かせるとよい。
	30分



２時間目
	
	指導手順
	留意事項
	時間

	１
	Practice（p. 7）
① ALT とJTE の対話を2 回程度聞かせて，の空所を埋めさせ，解答を確認する。
② For Your Use やFor More Use に挙がっている語彙を参考にしながら， ２の表を埋めさせる。その後，ペアを組ませて対話の練習をさせる。
③ 与えられた題で短い英文を書かせる。
	
トピックに関する重要表現を，ALT とJTE のモデル対話を通して確認させる。
ペアで練習する前に，モデル文のSounds で扱ったような強弱について，気をつけるべき箇所を具体的に指示してから練習させるとよい。
このとき，Expressions にある表現を使わせたい。習熟度に応じて，追加の質問を入れさせてもよい。
　自分の名前に関する英文は，Skill 1（pp. 16-17）の内容も参考にさせながら書かせるとよい。
	35分

	２
	Try （p. 7）
① Grammar Checkの解説を行う。
② Tryの問題を解かせる。
③ 答え合わせとその解説を行う。
	
それぞれの文型の特徴をつかませて，使い分けや役割，書き換えなどを理解させたい。
	15分




